
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

被験体293番

ジャンク

ゴシック

ステーシー

8歳

絶望

6

煉獄

10
19.白い部屋

47.嫉妬

ご馳走

被験体

ロア

何も食べるものがない。寂れた町を、空腹のまま歩くほど孤独を覚えるものもないだろう。 朦朧とした頭で、飢えてネズミを口に運ぼうとしたあなたを止める誰かの手があった。そのままどこかへ連れていかれて、たらふくご飯をご馳走された。 向かいのテーブルで、自分の分まであなたへ差し出した、青色の髪の誰か。名前や顔は覚えていない。 そのとき連れていかれた建物は、今立っているこの建物に似ている気がする。

真っ白な実験室、遠くに聞こえる大人の声。誰かが自分を見て、笑っている。しかし気持ちのいい笑顔ではなく、品定めするよう下品な笑みだ。 「成功だ」と呟いた男は、他の複数の男たちのところへあなたのところへ報告しに行ったらしい。あなたはその場から逃げ出そうとして……自らの手足がなくなっていることに、そのとき初めて気が付いた。

あなたたちは、昔、この建物によく似た施設で、長い期間、あるいは短い時間、共に過ごした幼馴染だ。 最初に感じた、足りない空白の記憶。 足りないもう一人は、まさに目の前で眼光を光らせている異形の存在だ。 風体、振る舞い、その全てに記憶を震わせるものがひとつもないほどに、間違いなくこの異形が、幼馴染のうちの一人であった。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1

ポジション

メインクラス

メインクラス

サブクラス

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

胴

胴

胴

胴

胴

脚

脚

脚

半壊

食事(肉の宴)

被虐(背徳の悦び)
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罅割(うろこ)
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継接(アーマースキン)

白肌(あるびの)

御飯(実験用ネズミ)

ほね

ほね

あし

オート

アクション

ダメージ
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たからものを損傷しても狂気点が増加しない

損傷した基本パーツ1つ修復

使用済みの「ラピッド」「ジャッジ」「ダメージ」を１つ再使用可能

対象が受けたダメージを代わりに自身が受ける

最大行動値+2

最大行動値+1

肉弾攻撃１

最大行動値+1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

なし

なし

自身がダメージ受けた際、ダメージを与えた対象にのみ肉弾攻撃2

防御2

ダメージをににの箇所に振り分けて良い

防御1

支援1

小さなアンデッド

移動１

移動１

妨害１
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